




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































 1 ） 4月 20日、「フランス憲法の定式性」樋口陽
一東大名誉教授
 2 ） 5月 11日、「ドイツ憲法の一般性と特殊性」
栗城壽夫総研特任教授
 3 ） 6月 15日、「ドイツを準拠国とした経緯」　
滝井一博（国際日本文化研究センター准教
授）
 4 ） 10月 19日、「井上　毅と明治憲法」大石　
眞（京都大学教授）
 5 ） 11月 9日、「明治憲法制定へのドイツ人の寄
与」堅田剛（獨協大学教授）
 6 ） 12月 7日、「ドイツ憲法と明治憲法」石村　
修（専修大学教授）
 7 ） 1月 18日、「ドイツ・オーストリアにおける
憲法研究」滝井一博（国際日本文化研究セン
ター准教授）
 8 ） 2月 8日、「ドイツ憲法学の日本憲法学への
影響」国分典子（筑波大学教授）




























う・まんそん）氏を 2009年 5月 11日から 8月
7日まで長老会神学大学校に派遣することになっ
た。
　高氏は、聖学院大学大学院アメリカ・ヨーロッ
パ文化学研究科においてフォーサイス研究で博士
号を取得した研究者であるが、長老会神学大学校
では、特に「韓国と日本のキリスト教の神学史的
比較̶̶これからの両キリスト教会の協働をめざ
して」を主題に研究交流をすることになってい
る。
　2009年 4月に、総合研究所の日韓現代史研究
センターの康仁徳客員教授、池明観客員教授、小
田川興客員教授から、「日韓関係 100年〈1910－
2010〉と日韓キリスト教会に関する日韓共同研
究」が提案され、6月 8日に開催された総合研究
所委員会で共同研究を実施することが決議され
た。高萬松助教は、長老会神学大学校とこの研究
の実現に向けて折衝を担当することになったので
ある。
　なお、この共同研究は「日韓のキリスト教史
を 1910年を起点におき、日韓関係の未来に向け
て前向きに捉えなおす。北朝鮮、中国を視野に入
れ、北東アジアのキリスト教会のこれからの交流
と協力の基盤を築く。また研究の基礎に第二次世
界大戦後に制定された日韓両国の「憲法」研究を
置く」ものである。
　年度ごとの計画は、
　2010年　第一年度　日本の朝鮮併合政策と日
韓キリスト教
　2011年　第二年度　3・1運動と日韓キリスト
教（解放まで）
　2012年　第三年度　日本のアジア侵略・解放
後の交流そして今後の日韓交流とキリスト教
（1945年以後の日韓関係とキリスト教会）
　歴史研究が基礎となるが、日韓両国の市民社会
の形成にキリスト教がどのように関わるか、また
北東アジアの平和と協力をめざすために日韓キリ
スト教会がどのように協力できるかを研究する現
代の課題に取り組むものである。
　研究方法としては、①資料の収集と保管（両国
機関に）、研究成果（論文・著書など）の収集。
②国際シンポジウム・セミナーの開催（東京、ソ
ウルで開催）③日本語、韓国語、英語による出
版、が考えられている。
　なお、第二回教授交換は、2009年 8月から 11
月まで総合研究所准教授、宮本悟氏を派遣するこ
とになった。
